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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月18日(2008.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

〔式中、
　Ｒ1およびＲ2は、同一または異なっていてもよく、Ｃ1～Ｃ25アルキル基（フッ素、塩
素または臭素により置換されていてもよい）、アリル基（Ｃ1～Ｃ4アルキルで１～３回置
換されていてもよい）、シクロアルキル基、シクロアルキル基（Ｃ1～Ｃ4アルキル、ハロ
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ゲン、ニトロ、またはシアノで１～３回置換されていてもよいフェニルにより１または２
回縮合されていてもよい）、アルケニル基、シクロアルケニル基、アルキニル基、ハロア
ルキル基、ハロアルケニル基、ハロアルキニル基、ケトン基、アルデヒド基、エステル基
、カルバモイル基、ケトン基、シリル基、シロキサニル基、Ａ3または－ＣＲ7Ｒ8－（Ｃ
Ｈ2）m－Ａ3〔式中、
　　Ｒ7およびＲ8は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、またはフェニル（Ｃ1

～Ｃ4アルキルで１～３回置換されていてもよい）を表し、
　　Ａ3は、アリールまたはヘテロアリール、特にフェニルまたは１－もしくは２－ナフ
チル（Ｃ1～Ｃ8アルキルおよび／またはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されていても
よい）を表し、
　　ｍは、０、１、２、３または４を表す〕から選択され、
　Ｒ3、Ｒ3'、Ｒ6およびＲ6'は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ18アルキル
、ハロゲン置換されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、Ｃ1～Ｃ18アルキルチ
オ、シクロアルキル、場合により置換されたアリールもしくはアリールアルキルを表し、
ここで、置換基は、アルコキシ、ハロゲンもしくはアルキルであり、
　Ｒ4およびＲ4'は、互いに独立して、Ｒ3、もしくは基：－ＮＡｒ1Ａｒ2であり、
　Ｒ5およびＲ5'は、互いに独立して、Ｒ3、もしくは基：－ＮＡｒ3Ａｒ4であるか、また
は
　Ｒ3'とＲ4'、ならびに／もしくはＲ3とＲ4は、一緒に、基：
【化２】

であるか、または
　Ｒ5'とＲ6'、ならびに／もしくはＲ5とＲ6は、一緒に、基：

【化３】

であり、ここで、
　Ｒ30、Ｒ31、Ｒ32およびＲ33は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ18アルキル、ハロゲ
ン置換されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、またはＣ1～Ｃ28アルキルチオ
であり、
　Ｒ34、Ｒ35、Ｒ36およびＲ37は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ18アルキル、ハロゲ
ン置換されたＣ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18アルコキシ、またはＣ1～Ｃ28アルキルチオ
であり、
　Ａｒ1、Ａｒ2、Ａｒ3およびＡｒ4は、互いに独立して、場合により置換されていてもよ
いアリール基、または場合により置換されていてもよいヘテロアリール基であるが、ただ
し、基：Ｒ4、Ｒ4'、Ｒ5およびＲ5'の少なくとも１つが、基：－ＮＡｒ1Ａｒ2または－Ｎ
Ａｒ3Ａｒ4であること、ならびにＲ1＝Ｒ2がＣ2Ｈ5であり、Ａｒ1＝Ａｒ2＝Ａｒ3＝Ａｒ4

が、
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【化５】

である、式：
【化４】

で示される化合物、およびＲ1＝Ｒ2がＰｈであり、Ａｒ1＝Ａｒ2＝Ａｒ3＝Ａｒ4が、

【化６】

である、式：

【化４】

で示される化合物が除外されること、を条件とする〕で示される化合物。
【請求項２】
　式（II）：
【化７】

〔式中、
　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ3'、Ｒ4、Ｒ4'、Ｒ6およびＲ6'は、請求項１に定義したとおりであ
り、
　Ａｒ1、Ａｒ2、Ａｒ3およびＡｒ4は、互いに独立して、基：－Ａｒ5－Ｘ1－Ａｒ6、
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【化８】

であるか、またはＡｒ1とＡｒ2、ならびに／もしくはＡｒ3とＡｒ4は、結合した窒素原子
と一緒になって、５もしくは６員環複素環、例えば
【化９】

を形成しており、場合により置換されたフェニル基で、例えば下基のように、
【化１０】

１もしくは２個で縮合されていてもよく、ここで、
　Ｘ1は、－Ｃ（Ｘ2）（Ｘ3）－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ2－、－Ｃ（＝Ｏ）－、
【化１１】

－（ＣxＨ2x）－Ｏ－（ＣyＨ2y）－（式中、ｘおよびｙのそれぞれは、０～２０の整数で
あるが、ｘ＋ｙが、０になる例はない）、炭素原子を少なくとも２個有する置換もしくは
非置換のアルキレン基、炭素原子を少なくとも２個有する置換もしくは非置換のアルキリ
デン基、または炭素原子を少なくとも２個有する置換もしくは非置換の脂環基であり、
　Ａｒ5は、
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【化１２】

であり、
　Ａｒ6は、
【化１３】

であり、
　Ｘ2およびＸ3は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ18アルキル、ハロゲン置換されたＣ1

～Ｃ18アルキル、またはフェニル（Ｃ1～Ｃ8アルキルおよび／またはＣ1～Ｃ8アルコキシ
で１～３回置換されていてもよい）を表し、
　Ｘ4は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、ハロゲン置換されたＣ1～Ｃ18アルキル、またはフェニル
（Ｃ1～Ｃ8アルキルおよび／またはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されていてもよい
）を表し、
　Ｒ38、Ｒ39、Ｒ40、Ｒ41、Ｒ42、Ｒ43、Ｒ44およびＲ45は、互いに独立して、水素、Ｃ

1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ8アルコキシまたはフェニルを表す〕で示される、請求項１記載
の化合物。
【請求項３】
　Ａｒ1、Ａｒ2、Ａｒ3およびＡｒ4が、互いに独立して、基：

【化１４】

（式中、Ｒ38は、水素またはＣ1～Ｃ4アルキルである、
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【化１５】

である）である、請求項２記載の化合物。
【請求項４】
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　Ｒ1およびＲ2が、同一または異なっていてもよく、Ｃ1～Ｃ18アルキル基（例えば、メ
チル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、sec－ブチル、イソブチル、t
ert－ブチル、ｎ－ペンチル、２－ペンチル、３－ペンチル、２，２－ジメチルプロピル
、ｎ－ヘキシル、ｎ－ヘプチル、ｎ－オクチル、１，１，３，３－テトラメチルブチル及
び２－エチルヘキシル、ｎ－ノニル、デシル、ウンデシル、ドデシル、テトラデシル、ペ
ンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシル、オクタデシル）；Ｃ5～Ｃ12シクロアルキル
基、特にシクロヘキシル（Ｃ1～Ｃ4アルキルまたはＣ1～Ｃ4アルコキシで１～３回置換さ
れていてもよい）；シクロアルキル基、特にシクロヘキシル（Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～
Ｃ8アルコキシ、ハロゲンおよびシアノで１～３回置換されていてもよいフェニルで１ま
たは２回縮合されていてもよい）、特に
【化１６】

（式中、Ｒ51、Ｒ52およびＲ53は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ8

アルコキシ、ハロゲンおよびシアノである）；Ｃ5～Ｃ12シクロアルケニル基、特にシク
ロヘキセニル（Ｃ1～Ｃ4アルキルまたはＣ1～Ｃ4アルコキシで１～３回置換されていても
よい）；Ｃ6～Ｃ14アリール基、特に、フェニル、ビフェニリル、１－もしくは２－ナフ
チル（Ｃ1～Ｃ8アルキルまたはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されていてもよい）；
または－ＣＲ7Ｒ8－（ＣＨ2）m－Ａ3（式中、Ｒ7およびＲ8は、水素またはＣ1～Ｃ4アル
キルを表し、Ａ3は、Ｃ1～Ｃ8アルキルまたはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されて
いてもよい、フェニルまたは１－もしくは２－ナフチルを表し、ｍは、０または１を表す
）、から選択される、請求項１～３のいずれか１項記載の化合物。
【請求項５】
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【表１】

から選択される、請求項１記載の化合物。
【請求項６】
　ゲスト発色団およびホスト発色団を含む組成物であって、ゲスト発色団の吸収スペクト
ルがホスト発色団の蛍光発光スペクトルと重複しており、ここで、ホスト発色団が、５０
０～７２０、好ましくは５２０～６３０nm、より好ましくは５４０～６００nmにホトルミ
ネセンス発光ピークを有するジケトピロロピロールであり、ゲスト発色団が、請求項１～
５のいずれか１項記載の式Ｉで示される化合物である組成物。
【請求項７】
　ホスト発色団が、式（III）：
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【化１７】

〔式中、
　Ｒ13およびＲ14は、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ25アルキル（フッ素、塩素、または臭素
により置換されていてもよい）；Ｃ5～Ｃ12シクロアルキル；Ｃ5～Ｃ12シクロアルキル（
Ｃ1～Ｃ4アルキル、ハロゲン、ニトロまたはシアノで１～３回置換されていてもよいフェ
ニルにより１または２回縮合されていてもよい）；シリル；Ａ6；または－ＣＲ11Ｒ12－
（ＣＨ2）m－Ａ6〔式中、Ｒ11およびＲ12は、互いに独立して、水素、フッ素、塩素、臭
素、シアノ、もしくはＣ1～Ｃ4アルキル（フッ素、塩素または臭素で置換されていてもよ
い）、またはフェニル（Ｃ1～Ｃ4アルキルで１～３回置換されていてもよい）を表し、Ａ
6は、フェニルまたは１－もしくは２－ナフチル（Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ8アルコキ
シ、ハロゲン、ニトロ、シアノで１～３回置換されていてもよい）；フェニル（Ｃ1～Ｃ8

アルキルまたはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されていてもよい）；ＮＲ23Ｒ24（式
中、Ｒ23およびＲ24は、水素、Ｃ1～Ｃ25アルキル、Ｃ5～Ｃ12シクロアルキルまたはＣ6

～Ｃ24アリールを表す）を表し、特に、フェニルまたは１－もしくは２－ナフチル（Ｃ1

～Ｃ8アルキル、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ、ハロゲンまたはシアノで１～３回置換されていて
もよい）；フェニル（Ｃ1～Ｃ8アルキルまたはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されて
いてもよい）を表し、ｍは、０、１、２、３または４を表す〕を表し、
　Ａ4およびＡ5は、互いに独立して、
【化１８】

〔式中、Ｒ25、Ｒ26およびＲ27は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ25アルキル、－ＣＲ1

1Ｒ12－（ＣＨ2）m－Ａ6、シアノ、ハロゲン、－ＯＲ29、－Ｓ（Ｏ）pＲ
30、またはフェ

ニル（Ｃ1～Ｃ8アルキルまたはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されていてもよい）を
表し、ここで、Ｒ29は、Ｃ1～Ｃ25アルキル、Ｃ5～Ｃ12シクロアルキル、－ＣＲ11Ｒ12－
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（ＣＨ2）m－Ｐｈ、Ｃ6～Ｃ24アリール、または飽和もしくは不飽和複素環基（環内原子
を５～７個含み、炭素原子と、窒素、酸素および硫黄からなる群から選択されるヘテロ原
子１～３個とからなる）を表し、Ｒ30は、Ｃ1～Ｃ25アルキル、Ｃ5～Ｃ12シクロアルキル
、または－ＣＲ11Ｒ12－（ＣＨ2）m－Ｐｈを表し、Ｒ28は、Ｃ2～Ｃ20ヘテロアリールま
たはＣ6～Ｃ24アリールを表し、ｐは、０、１、２または３を表し、ｍおよびｎは、０、
１、２、３または４を表す〕を表す〕により表されるジケトピロロピロール（ＤＰＰ）で
ある、請求項６記載の組成物。
【請求項８】
　Ｒ13およびＲ14が、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ5～Ｃ12シクロアルキル（
Ｃ1～Ｃ8アルキルおよび／またはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されていてもよい）
、フェニルまたは１－もしくは２－ナフチル（Ｃ1～Ｃ8アルキルおよび／またはＣ1～Ｃ8

アルコキシで１～３回置換されていてもよい）、あるいは－ＣＲ11Ｒ12－（ＣＨ2）m－Ａ
6（式中、Ｒ11およびＲ12は、水素またはＣ1～Ｃ4アルキルを表し、Ａ6は、Ｃ1～Ｃ8アル
キルおよび／またはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されていてもよいフェニルまたは
１－もしくは２－ナフチルを表し、ｍは、０または１を表す）を表す、請求項６または７
記載の組成物。
【請求項９】
　Ａ4およびＡ5は、互いに独立して、
【化１９】

（式中、Ｒ25は、Ｃ1～Ｃ8アルキル、フェニル、１－または２－ナフチルである）を表す
、請求項６～８のいずれか１項記載の組成物。
【請求項１０】
　ホスト発色団が、式（IV）：

【化２０】

〔式中、
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　Ｒ53およびＲ54は、同一または異なっていてもよく、Ｃ1～Ｃ25アルキル基（フッ素、
塩素または臭素により置換されていてもよい）、アリル基（Ｃ1～Ｃ4アルキルで１～３回
置換されていてもよい）、シクロアルキル基、シクロアルキル基（Ｃ1～Ｃ4アルキル、ハ
ロゲン、ニトロ、またはシアノで１～３回置換されていてもよいフェニルにより１または
２回縮合されていてもよい）、アルケニル基、シクロアルケニル基、アルキニル基、ハロ
アルキル基、ハロアルケニル基、ハロアルキニル基、ケトン基、アルデヒド基、エステル
基、カルバモイル基、ケトン基、シリル基、シロキサニル基、Ａ8または－ＣＲ60Ｒ61－
（ＣＨ2）m－Ａ8〔式中、
　　Ｒ60およびＲ61は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ4アルキル、またはフェニル（Ｃ

1～Ｃ4アルキルで１～３回置換されていてもよい）を表し、
　　Ａ8は、アリールまたはヘテロアリール、特にフェニルまたは１－もしくは２－ナフ
チル（Ｃ1～Ｃ8アルキルおよび／またはＣ1～Ｃ8アルコキシで１～３回置換されていても
よい）を表し、
　　ｍは、０、１、２、３または４を表す〕から選択され、
　Ａ6およびＡ7は、互いに独立して、
【化２１】

〔式中、Ｒ55は、水素原子、Ｃ1～Ｃ12アルキル基、Ｃ1～Ｃ8アルコキシ基、または式：
【化２２】

（式中、Ｒ57、Ｒ58およびＲ59は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ8アルキルまたはＣ1

～Ｃ8アルコキシを表す）で示される基であり、
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　　Ｒ56は、水素またはＣ1～Ｃ8アルキルを表す〕から選択される〕により表されるジケ
トピロロピロールである、請求項６記載の組成物。
【請求項１１】
　請求項１～５のいずれか１項記載の化合物、または請求項６～１０のいずれか１項記載
の組成物を含むＥＬ装置。
【請求項１２】
　（ａ）請求項１～５のいずれか１項記載の化合物または請求項６～１０のいずれか１項
記載の組成物を、着色した高分子量有機材料の全重量に基づいて０．０１～５０重量％、
　（ｂ）高分子量有機材料を、着色した高分子量有機材料の全重量に基づいて９９．９９
～５０重量％、および
　（ｃ）所望なら、慣用的な添加剤を効果的な量で、
含む組成物。
【請求項１３】
　高分子量有機材料の着色用、蛍光トレーサとして、色変換媒体、固体色素レーザ、ＥＬ
レーザ、およびＥＬ装置中での、請求項１～５のいずれか１項記載の蛍光ジケトピロロピ
ロールの使用、または請求項６～１０のいずれか１項記載の組成物の使用。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
を形成しており、場合により置換されたフェニル基で、例えば下基のように、
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
（式中、Ｒ38は、水素またはＣ1～Ｃ4アルキルである；
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
である）である。
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